
 

2016 年４月４日 

札チャレラジオ通信 第 1 ３回 

 

岡野：はい、三角山放送局をお聴きのみなさん、こんにちわ。1 月から始まりました札チャ

レラジオ通信です。私は本日のパーソナリティーの NPO 法人札幌チャレンジド事務局の岡

野です。よろしくお願いします。この札チャレラジオ通信は自立を目指す障がいのある人が

IT でマザル・ハタラク・拓き合う社会をつくりたい、との思いで活動している NPO 法人札

幌チャレンジドが毎週月曜日のこの時間に札幌チャレンジドの活動内容をお伝えする番組

です。2016 年 1 年間放送します。今日は講習グループのリーダー飯村さんと番組を進め

ていきます。飯村さんよろしくおねがいします。 

 

飯村：はい。飯村です、よろしくお願いします。 

 

岡野：はい。今日も素晴らしいゲストをお呼びしております。ｉCare 北海道の理事の佐藤

美由紀さんです。ご存じの方も多いと思いますが、佐藤美由紀さんは札幌チャレンジドの初

代事務局長としてご支援いただいた方です。佐藤さんというより美由紀さんと呼ばせて頂

いた方がしっくりきますので、今日は美由紀さんと呼んでいたきたいと思いますんで、よろ

しくお願いします。 

 

佐藤：はい、よろしくお願いします。 

 

岡野：はい、そういうことで本日の札チャレラジオ通信は、初代と第 3 代目と第 4 代目の

事務局長での放送となりました。大丈夫でしょうか？ 

 

佐藤：いや、大丈夫ではないんですけども、あはは。 

 

飯村：あははは。 

 

岡野：何が大丈夫じゃないのか大丈夫なのかは、これから進んでいくなかで。 

 

佐藤：大丈夫の基準がわからないです。 

 

飯村：今、ダッシュでね、スタジオ入っていただいて。今しがた。 

 

佐藤：うふふ。 



 

 

岡野：でも、時間内にちゃんと入っていたんだよね。 

 

飯村：まあ、いつもと言えば。 

 

佐藤：うふふ。 

 

岡野：これで一安心で。 

 

佐藤：ええ。 

 

岡野：時間通りに進めさせていただいて。 

 

佐藤：よろしくお願い致します。 

 

岡野：では、まず最初、美由紀さんにちょっと自己紹介をお願いしたいと思います。よろし

くお願いします。 

 

佐藤：はい。現在ｉCare 北海道で相談員をしております佐藤ミユキと申します。札幌チャ

レンジドは 2000 年の立ち上げの時から参加いたしまして、2012 年の 3 月まで在籍し

ておりました。札幌チャレンジドは先ほど、支援という言葉が出ていましたが、立ち上げ当

時は支援というよりは、まさに混ざるという感じで障がいのある方も、ない人も一緒にパソ

コン、インターネットというキーワードをもとに集まってきて、もう本当に楽しくてしょう

が無いというような集まり、集団でしたね。その中に一人として私はいました。で、私自身

もすごく楽しかったんですけれども、いろんことを、NPO 団体としては初めてだったんで

すけれども、現在のｉCare が二つ目の NPO 団体なんですが、新しいことをたくさん挑戦

させていただいたり。とにかく楽しいっていう、飯村さん、そうじゃなかったですか？ 

 

飯村：楽しかったですよ。 

 

佐藤：ねえ、そんな感じでしたね、はい。ここでたくさんの障がいのある友達も出来まして、

本当に教えられることばっかりだったと思います。あとパソコンを習いに来てくれてた高

齢の皆さんも、人生の先輩として本当にたくさんのことを教えて頂き、時に飲み、というよ

うな感じでしたね。そうじゃないですか？ 

 

飯村：まあ、飲みましたけどね。ただ何か教えられてもあまり身になっていない。 



 

 

佐藤：あはは。そうですね。 

 

飯村：そんな気がしますね。 

 

佐藤：すいません。成長のないまま現在に至ってるという感じで。あのその節は皆様、大変

お世話になりましてありがとうございました。今も何とか細々、元気です。 

 

岡野：うふふ。 

 

飯村：細々、ですね？ 

 

佐藤：あはは。はい、ラジオなので何でも言えます。 

 

飯村：まあ、いいでしょう。 

 

岡野：そうですね、はい。なるほど。えーと 2000 年の立ち上げ当時から美由紀さんが入

られてたということで。 

 

佐藤：はい。 

 

岡野：あの立ち上げるきっかけっていうか、こういう活動をしてみようっていうきっかけっ

て、どんな所があったんでしょうか？ 

 

佐藤：そうですね。その何年か前から色んな障がいのある方とお会いして、個人的訪問して

パソコンを勉強しましょうっていうような機会が結構あったり。あと旅行ボランティアで

色んな障がいのある方と一緒に旅行したりってことがあったんですけれども。うーんそう

ですね。で、その中で重い障がいのある人が作業所に通っていて、月々貰っているお金が、

実は 3 千円なんだって。でも本当はお母さんが毎月、5 千円なり 1 万円なり、払っている

んだっていうような話を、ちょっと耳にすることがあって。 

 

飯村：うん。 

 

岡野：はい。 

 

佐藤：だったらパソコン、その当時まだパソコンを。 



 

 

飯村：うん。 

 

佐藤：みんなが習い始める前くらいの段階だったので、使ったら何かできるんじゃないかな

っていう思いがあって。それでちょっと色々探してみました。 

 

飯村：うーん。 

 

岡野：それでこの札チャレっていう所のスタートから立ち上げに入ったという。 

 

佐藤：そうですね、はい。 

 

飯村：うん。じゃ、その気になってたわけね。 

 

佐藤：その気になってましたね。うふふ。 

 

岡野：じゃタイミング良く、こうゆう団体が出来たというような感じなんですかね。 

 

佐藤：そうですね、はい。で、みんなやる気いっぱいの人達が集まったので、本当に楽しか

ったですね。あの運営委員制だったので。 

 

岡野：あっ、それ聞きました。 

 

佐藤：運営委員が 6 名集まって。で、2 週間に一回、運営委員会が夕方 6 時から夜の 12

時くらいまで、お酒も無しに。 

 

飯村：うーん。 

 

佐藤：ずっと話し合っているっていう。意見を出し合うというような感じで話し合っていて。 

 

飯村：ああ。 

 

佐藤：2 週間の一回の運営委員なんですけれども、結構事務所も無かったんですが、当時の

NPO サポートセンターの事務所のあった所に毎日誰かが来ていて。 

 

飯村：うん。 



 

 

佐藤：顔を合わせるっていうような感じで。本当に気持ちだけがあるというような時期でし

た。 

 

岡野：うーん。まあそういう人達が集まって団体をつくったでしょうけど。 

 

佐藤：はい。 

 

岡野：でも、当時はパソコンも無いし。 

 

佐藤：うんうん。 

 

岡野：無いものづくしでスタートして。 

 

佐藤：そうですね。 

 

岡野：その中でやったって、非常に苦労があったんじゃないのかなぁって思うんですけど。 

 

佐藤：うんうんうん。苦労っていうか、もともと営利な活動ではなかったので。パソコン無

いけど、どこかからか借りられないかとか。パソコン講習会の会場無いけど、どこかから借

りられないかとか。 

 

飯村：うーん。 

 

佐藤：そういうような感じで、借り物競争的な生活だったんですけど。運よく、あるよある

よって言ってくださる方々が。 

 

岡野：ええ。 

 

佐藤：いろんな所からやってきて。 

 

飯村：うーん。 

 

佐藤：本当に神様は見ているんだなぁというような感じの活動でしたね、はい。 

 

飯村：うん。 



 

 

岡野：そういう時、確かに聞いてますよね。 

 

佐藤：うんうん。 

 

岡野：パソコンも無いけど、どこかでお借りした。 

 

佐藤：はい。 

 

岡野：会場も。 

 

佐藤：そうですね 

 

岡野：場所をどうしようかって言って、大学さんの。 

 

佐藤：うんうんうん。 

 

岡野：会場を借りたとかって。 

 

佐藤：そうですね。 

 

岡野：話は聞いていますね。 

 

佐藤：非常にたくさんの大学関係者とか。 

 

飯村：うん。 

 

佐藤：企業で使わなくなったパソコンとか。ちょっとあげられないけど貸してはあげられる

よっていうようなものとか。 

 

岡野・飯村：うんうん。 

 

佐藤：その当時インターネットの講習は。 

 

飯村：うん。 

 



 

佐藤：えーと、PHS 。 

 

飯村：あははは。 

 

岡野：はああ。 

 

佐藤：32 メガの PHS です。スピードがですね。 

 

飯村：うんうん。 

 

佐藤：それに 6 台！ 

 

岡野・飯村：あはは。 

 

佐藤：パソコンを繋げてっていう、そんな感じで。 

 

飯村：無謀だよね。 

 

佐藤：無謀ですよね。あはは。 

 

岡野：画面は変わるんですか？それで。 

 

佐藤：それは、あの早い人は 1 分か 2 分で変わるんだけど、遅い人は 10 分くらい待たな

いとクリックしないと、次の画面に変わらないと。 

 

岡野：あはは。 

 

飯村：待ってる間、どうしていたの？ 

 

佐藤：待ってる間は他の人のパソコンを見てるとか。 

 

岡野：うーん。 

 

飯村：なんか、話でつなぐとか。 

 

佐藤：そうですね。やっぱりみんな楽しくて。 



 

 

飯村：あはは。 

 

佐藤：家のパソコンは、こうだとか。今度パソコン買おうと思っているんだけど、どういう

のがいいんだろうとか。 

 

飯村：うんうん。 

 

佐藤：そういう話で盛り上がっているっていう。 

 

飯村：今もね、その手口使ってますけどね。 

 

佐藤：そうですね。でも講習会やると、必ず 10 名以上の方が。 

 

飯村：そうですね、うん。 

 

佐藤：集まってっていう感じでしたね。 

 

岡野：そうやって会場も無く。 

 

佐藤：うんうん。 

 

岡野：当時は事務局っていう、そうゆう場所も無かったって聞いてますけど。 

 

佐藤：そうですね。 

 

岡野：例えば事務局の無い時って、運営はどうゆうふうにしてたんですか？ 

 

佐藤：えーとですね。立ち上げの時、NPO 法人ボラナビクラブの。 

 

岡野：ええ。 

 

佐藤：森田さんという方が代表だったんですけれども。 

 

飯村：うんうん。 

 



 

佐藤：その方の横にカラーボックスがあって、NPO サポートセンターが運営しているカラ

ーボックスがあって。 

 

飯村：うん。 

 

佐藤：一段いくらとか、一段 5 百円とかいう感じで、2 段借りますとか。 

 

岡野：うーん。 

 

佐藤：三段借りますとか。 

 

岡野：ええ。 

 

佐藤：そんな感じで、やってましたね。 

 

飯村：うーん。 

 

佐藤：そこに郵便物が届いて、ファックスもお借りして、ファックスで自宅に連絡をとると

か。まだメールが皆さんに普及していなかったので。 

 

岡野：そうですね。 

 

飯村：うん。 

 

佐藤：そうですね。そんな感じでした。 

 

岡野：じゃ、電話とかメールじゃなくて、どちらかと郵便が中心だったんですか？ 

 

佐藤：うーん。郵便はお金がかかるので、ファックスで。 

 

岡野：あ、ファックスで。 

 

佐藤：ファックスがない方は電話で連絡するんですけど。電話を取りにくい方とか。 

 

岡野：ええ。 

 



 

佐藤：喋ることが難しい方もいらっしゃったので。 

 

飯村：うん。 

 

佐藤：その人に合わせてですね、やってました。 

 

岡野：なるほどね、わかりました。ということでちょっとお話しをしてたら、もうリクエス

ト曲の時間になりました。 

 

佐藤：すいません。あはは。 

 

飯村：あはは。 

 

岡野：大丈夫ですよ、はい。ええ今日は美由紀さんのリクエスト曲をかけたいと思います。

じゃ、美由紀さんの方から曲の紹介をお願いします。 

 

佐藤：すいません。あの本当は吉幾三さんの「おら東京さ行くだ」をかけたかったんですが、

無かったので中島みゆきさんの「永久欠番」をお願いします。 

 

 

 

 

岡野：はい、それでは札チャレラジオ通信の後半に移って参りましょう。前半は美由紀さん

からいろいろお聞きしたんですけれど。事ある毎に楽しくて楽しくてって。 

 

飯村：うん。 

 

佐藤：ふんふんふん。 

 

岡野：凄いいっぱい言われてたのが印象に残ったんですけど。 

 

佐藤：楽しかったですよね。あはは。 

 

飯村：まあ、よく笑いは取れましたよね。 

 

佐藤：あはは。 



 

 

岡野：いや、でもその笑いじゃなくて本当に何か楽しかったなぁっていう感じだったです、

はい。 

 

佐藤：そうですね、はい。 

 

岡野：まあ、それが今 iCare 北海道さんの活動にもつながっているんじゃないかなぁって

思うんですけど。 

 

佐藤：はい。 

 

飯村：あはは。 

 

岡野：はい、かなり強引でしたかね。 

 

佐藤：あははは。 

 

飯村：持っていったね、うふふ。 

 

岡野：今のその iCare 北海道さんの活動内容っていうのを一度聞かせてください。 

 

佐藤：はい。札幌チャレンジドの方で重度障害者支援ということで行なっていた意思伝達装

置の普及活動を独立させて、現在 iCare 北海道がこれを専任として行なっているんですけ

れども。北海道内でコミュニケーションで困っていらっしゃる難病の方、重度障がいの方の

コミュニケーションを支援するために意思伝達装置について、導入支援をしたり。あとそれ

からの継続支援を行なっております。わかりましたでしょうか？ 

 

飯村：うん。それはどういう意思伝達装置を必要とする方？典型的には。 

 

佐藤：典型的には筋束サクセイ、あれ違うなぁ、ソクサクセイ。 

 

飯村：筋萎縮性側索硬化症ですね。 

 

岡野・佐藤：あはは。 

 

佐藤：ALS と呼ばれる。失礼しました、はい。ALS の患者さんとかですね。あと昨年度、



 

集計しましたら次の多かったのは、重度の脳性麻痺だったんですが。 

 

岡野：うーん。 

 

飯村：はいはい。 

 

佐藤：それとか多系統委縮症の方とか。そういう方々ですね。あと事故による障がい、重い

障がいで呼吸器をつけてしまった方とか。そういう方の支援・サポートでご自宅や病院など

を訪問しております。 

 

岡野：あの自宅や病院といっても、確か活動範囲は全道ですよね？ 

 

佐藤：そうですね、はい。 

 

岡野：札幌だけじゃなくて。 

 

飯村：そうですね、うん。 

 

佐藤：そうなんです。昨年の 4 月から今年の 2 月まで数えましたら、108 名の方の所に訪

問して。 

 

飯村：うんうんうん。 

 

佐藤：そのうち 6 割から 7 割が札幌。 

 

岡野：はいはい。 

 

佐藤：それ以外が道内なんですけれども。遠い所は斜里とか。 

 

岡野：ああ。 

 

飯村：うーん。 

 

佐藤：あっちまで行ったりしてますね。函館とかですね、はい。苫小牧とか千歳とかはわり

と近い方のなので、すぐ行きますと言って、行ってしまうんですけど。 

 



 

岡野：うふふ。 

 

佐藤：そんな感じです、はい。 

 

岡野：例えば、そうやって地方の方がそういうような伝達装置だとか持って付けられると、

かなりやりがいというか生きがいだとか、そういう人達が出てくるんじゃないかと思うん

ですけども。 

 

佐藤：そうですね。地方にしても札幌にしても、札幌チャレンジドにいた時からそうなんで

すけれども。私たちだけがサポートするんではなくて、その方がいる病院であったり、在宅

であれば訪問看護の方々とか、そうゆう方々と一緒に連携して支援をすると。その状態が変

わったら、その状態に合わせてまた支援方法を考えるということを全員でやっていく、連携

してやっていくということを目標に訪問しています。 

 

岡野：うーん。 

 

飯村：だからあくまでも支援体制の中に意思伝達装置があって。 

 

佐藤：そうですね、はい。 

 

飯村：で、そこに関わるってことですね。 

 

佐藤：そうなんです。あの機械だけがすべてだとは思わなくて。 

 

飯村：そうですね。 

 

佐藤：例えば文字盤であったり、口文字という口の形を読みながら周りの人達が五十音を横

に読んでいくっていう方法が今あるんですけれども、そういう使い方であったり。そういう

のもいろいろ周りの支援者に伝えていく練習したりしています。 

 

岡野：なるほどね。そういう活動だけじゃなくて、また何か新たな活動を開始するというお

話しも聞いているんですけども。 

 

佐藤：そうなんですよ。ええ、名古屋の重度障がいのあるお子さん達のデイサービスを、放

課後児童デイサービスをしている団体との出会いから、私達も北海道でやってみようと。北

海道では本当に数えるぐらいしか無いんですけれども。やってみようということになりま



 

して。 

 

飯村：うん。 

 

佐藤：5 月の 9 日から、放課後道児童デイサービス：バオバブというのをスタートします。 

 

飯村：うん。 

 

佐藤：まあ、重度障がい、重度心身障がいのあるお子さんの支援をするということなので。

やはりコミュニケーション支援というのが私達の中では、メインになってくるんですけど。

病的ケアのある放課後デイというのが、特に北海道にはなかなか無くて。 

 

飯村：うんうん。 

 

佐藤：その中には看護師さんとか、リハビリの担当をする職員とか、保育士ですか？ 

 

飯村：うん。 

 

佐藤：保育士がいたりということで、全体でマンツーマンでサポートをしていく体制を整え

てスタートします。で、はい？次の質問がありましたか？ 

 

岡野：ええ？どうぞそのまま、はい。 

 

佐藤：えーと、その中でですね。やはり送迎が必要ということで車イスを乗せられる車が必

要。その中でもリクライニングした状態で乗れる車イスであったり。ストレッチャーであっ

たり。そういう物を乗せられる車を購入したいということで。 

 

飯村：うんうん。 

 

佐藤：先日レディーフォーというネット募金ですかね。寄付をするサイトで iCare 北海道

バオバブがオープンしました。すいません、そこに是非、購入するための寄付をいただきた

いということで、載っていますので。お時間のある方、見てみて応援していただければ、う

れしく思っております。 

 

飯村：はい。 

 



 

岡野：なるほど。えーと具体的に iCare さんのホームページを開くと。 

 

佐藤：はい、そうですね。 

 

岡野：そこに行き着くんですか？ 

 

佐藤：行き着けます。ホームページであったり、フェイスブックの方から見ていただければ、

レディーフォーですね。バオバブの寄付ということで載っていますので、是非、はい。 

 

飯村：それじゃ、iCare 北海道で検索していただいて。 

 

佐藤：はい。 

 

飯村：そのサイトからということですね？ 

 

佐藤：そうですね、はい。携帯やスマホ、アイフォン、アイパッド、タブレット、パソコン

何でも行けますんで。うふふ。 

 

飯村：うふふ。そうですよね。 

 

佐藤：すいません、是非。えーと寄付ということで、お金での寄付というのもあって、目標

金額に達すると、その金額が私達の所に寄付されるんですけれども。 

 

飯村：うん。 

 

佐藤：目標まで達しない場合には、それまで集まったお金もゼロになってしまうので。とい

うところで是非。もし一口 3 千円からの寄付なんですけれども、それが難しい方は、フェ

イスブックなどをやられてる方は、シェアしていただいて是非周りの方に、こうゆう活動を

やっている団体があるんですけれども、もしよかったらっていうことでご紹介を広めて頂

けるだけでも。 

 

飯村：はい。 

 

佐藤：非常にありがたいので。是非お願いしたいなぁと思います。 

 

飯村：期限は？ 



 

 

佐藤：えーと、ですね。 

 

岡野：6 月の中旬じゃなかった？ 

 

佐藤：6 月の、そうですね。 

 

飯村：そうですね？ 

 

佐藤：前半くらいじゃないかと思います。 

飯村：はい。 

 

岡野：じゃ、何が何でもその目標値を達成するということなんだね。 

 

佐藤：そうなんですよね、はい。 

 

飯村：協力しましょう。 

 

佐藤：ありがとうございます。 

 

岡野：今でどのくらいの達成率？ 

 

佐藤：今で達成率が 4 割くらいですかね。 

 

岡野：ああ、4 割。でもスタートしてまだ 2 週間、1 週間ちょっとですかね？ 

 

佐藤：1 週間ちょっとですね。 

 

岡野：1 週間ちょっとで 4 割だと、あと 1 か月ちょっと、2 か月あるのかなぁ？そうです

ね、2 か月弱あるから、何とか達成。 

 

佐藤：そうですね。 

 

飯村：まあ、油断しないように。 

 

佐藤：そうなんですよね。 



 

 

岡野：あはは。 

 

佐藤：やっぱり、よくあるパターンとしての中だるみがあるので、はい。 

 

岡野：あはは。 

 

佐藤：人生、中だるみ状態なんで。 

 

岡野：あはは。 

 

飯村：知ってます。 

 

佐藤：あはは。 

 

岡野：あと最後に iCare 北海道さんの 

、この三角山放送局でラジオ番組されてるんですよね？ 

 

佐藤：あ、そうです。毎月第 4 土曜日の 1 時から 2 時まで。1 時間ですね。ALS 患者さ

んのヨネザワカズヤさんと一緒に放送をしております。「ALS の戯言」という番組です。あ

のヨネザワさん、とてもトークが楽しい方ですので、是非聴いて頂ければうれしいです。お

待ちしております。 

 

岡野：はい。この札チャレラジオ通信はじめ、その ALS のラジオ番組も是非お聴きいただ

ければなぁと思います。 

 

佐藤：はい。 

 

岡野：ええ、楽しい初代の事務局長の美由紀さんを。 

 

佐藤・飯村：うふふ。 

 

岡野：お招きしてのラジオ番組も。 

 

佐藤：うふふ、すいませーん。 

 



 

飯村：何の笑いでしょう？ 

 

佐藤：あはは。 

 

岡野：あと 1 分となってしまいました、はい。札幌チャレンジドもパソコンの講習からス

タートして、途中からその重度障がい者への意思伝達支援が始まって。 

 

飯村・佐藤：はい。 

 

岡野：それに力に入れるということで 2012 年にですね。 

 

鈴木：はい。 

 

岡野：iCare 北海道さんという NPO が独立されて、ということで。お互いにその障がいの

ある方の意思を伝えるだとか。 

 

飯村：うーん。 

 

岡野：そういう活動をしております。ラジオお聴きのみなさん、是非、まずはアイケア北海

道さんのレディーフォーの。 

 

佐藤：よろしくお願いします。 

 

岡野：それの寄付をお願いします。併せて札チャレラジオ通信、札幌チャレンジドへのご支

援も続けてお願いしたいなぁと思います。 

 

飯村：お願いします。 

 

佐藤：いい番組ですね。 

 

岡野：はい。 

 

飯村：でしょ？ あはは。 

 

佐藤：あはは。 

 



 

岡野：今日は美由紀さんと飯村さんと岡野で進めさせていただきました。どうもありがとう

ございました。 

 

飯村・佐藤：ありがとうございました。 

 


